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【ＴＯＮＡＭＩプライド】じぶんのいいところ・ともだちのいいところ・がっこうのいいところ・となみのいいところ 校長 大竹 敏之

■ 今年の学校評価についてお知らせします ＜ Part ２＞
前号に引き続き、最上位目標である「学校教育目標（目指す児童像）」を実現するための具体

的な目標と方策をお知らせします。内容をご確認ください。

具体目標８ 児童に基本的生活習慣を身につけます

◆方策◆

・月２回、健康チェックカードを使ってテレビやゲーム時間について自分の生活を振り返らせ、保護

者によるチェックを行う。

・家庭における生活のルール作りの大切さを家庭に周知し、理解と協力を求める。（各種通信・保護

者会・ＰＴＡ総会等）

・学校のＳＮＳルールや児童と保護者で作った「わが家のＳＮＳルール」について振り返る場を設け、

児童が主体的に守れるようにする。

【参考：アンケート評価目安】

＜児・保＞「学校や家庭で決めたゲーム・ＳＮＳルールを守っている」80％以上

具体目標９ 児童が進んで運動に取り組めるようにします

◆方策◆

・体育の授業や体育的活動をとおして運動することの楽しさを味わわせ、運動への興味付けを図る。

・保健委員会と体育委員会のタイアップによるキャンペーンを実施する。

・朝行事の内容や実施方法を工夫し、活動を充実させる。

【参考：アンケート評価目安】

＜児・保＞「外遊びをしたり体を動かして遊んだり運動したりしている」80％以上

具体目標10 安全な登下校や学習のための環境整備をします

◆方策◆

・毎月の個人点検や学期末の複数による点検を実施し、気づいた所はすぐ現状確認のうえ、修繕する

ようにする。

・通学路の危険箇所の確認や自転車の使用状況などの具体的な問題点について保護者から意見を吸い

上げ、対策を講じる。

・防犯パトロール隊や安全の家と連携して登下校の安全確保をする。

・冬期間の通学路除雪の協力依頼をする。

・土砂災害警戒避難確保計画について、職員で共通理解を図る。

【参考：アンケート評価目安】

＜保・教＞「学校は登下校の安全指導や通学路、学校設備等の安全確保に努めている」80％以上



具体目標11 自分の安全を自分で守ろうとする意識を身に付けます

◆方策◆

・地震や火災・防犯等を想定した訓練を学期に１回以上実施し、危険を回避する方法を身に付けさせ

る。

・訓練後の反省を生かし対応マニュアルを定期的に見直し改善をその都度加えていく。（特に震5弱以

上の地震対応マニュアル）。

・小中で連携して保護者参加型の引き渡し訓練を実施し、対応力を高めていく。

・緊急時等にはＣ４ｔｈホーム＆スクールを活用し、家庭に注意を呼びかける。

【参考：アンケート評価目安】

＜児＞「不審者や地震・火事から身を守る方法が分かっている」90％以上

具体目標12 係や当番の仕事に積極的に取り組み、働くことの大切さを感じ取らせます

◆方策◆

・係活動や当番活動など自分の仕事に対して工夫しながら自分の役割を果たせるよう、学級活動の指

導を充実させる。

・道徳の「勤労」や家庭科の「家庭生活と仕事」等の指導において家庭と連携し、家庭での役割を考

え、手伝いができるようにする。

・社会科、生活科や総合的な学習等において、りんごや米作り農家、公共施設・福祉の場等で働いて

いる人たちの話を紹介したり、聞いたりすることを通して、働くことの大切さを感じ取らせる。

・キャリアパスポートを活用して振り返りを蓄積し、今後の生活への意欲につなげたり、将来の生き

方を考えたりすることができるようにする。

【参考：アンケート評価目安】

＜児＞ 「係や当番の仕事に積極的に取り組んでいる」80％以上

＜児・保＞「興味のあることや将来の夢、希望について家庭で話題にすることがある」80％以上

■ 参考として教職員の組織運営に関する具体目標をお知らせします

具体目標13 職員の経営参画意識を高めます

具体目標14 職員の勤務環境の管理に努めます

具体目標15 職員の資質向上に努めます

具体目標16 地域と連携して教育活動に取り組みます

具体目標17 幼保小中で連携して教育活動を進めます

保護者アンケートにつきまして、本年度は「Ｃ４ｔｈHome＆School」の「アンケート機能」

を使って実施します。詳しくは、後日連絡します。

児童会目標 ＜生活＞ 熱中症に気をつけて、ぼうしをかぶって、こまめに水分をとろう

(７・８月) ＜人権＞ やってよいことと悪いことを考えて、心のブレーキをかけよう
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